
第2回 埼玉県小売業SAFE協議会

株式会社 カインズ
販売本部 店舗安全対策推進室

室長 坂田 昌之

2023年2月2日(木)
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1．事故件数推移

31期（2019年） 32期（2020年） 33期（2021年）

KYT活動開始

事故共有動画開始

全店「３S活動」開始

店舗安全対策推進室を新設
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34期（2022年）30期（2018年）

✓ 34期は前年累計に対し+5件で推移しているが、中長期的には減少傾向で推移している



2.第4回_3ヶ月無事故運動

【目的】

・全社をあげて安全に対する意識の向上（継続的に事故を減らすための契機として実施）

【背景】

・毎年10月～12月にかけて、全社をあげて全店舗無事故を目指した安全推進の活動
・今回で第4回目の開催

【課題】

・毎年「3ヶ月無事故運動」を開始しているものの、新たな施策設計が課題

【対象メンバー】 全店舗・全メンバー（アルバイト含む）約24,000人

【34期施策】 アルバイトまで含めた全メンバーに対し、「目標設定シート」を作成・掲示
毎月目標を更新することで、安全意識の形骸化を防止する

【期間】 毎年 10月～12月までの3ヶ月間
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2.第4回_3ヶ月無事故運動

【3ヶ月無事故運動ポスター】 【目標設定シート】
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2.第4回_3ヶ月無事故運動 結果

【34期_月別労災件数】
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31期（2019年） 32期（2020年） 33期（2021年） 34期（2022年）

労災件数 35件 36件 24件 22件

前年差 ー ＋9件 ▲12件 ▲2件

10月 11月 12月

31期（2019年） 13件 11件 11件

32期（2020年） 9件 16件 11件

33期（2021年） 8件 8件 8件

34期（2022年） 3件 8件 11件

【第1回～第4回_労災件数】

✓ 労災件数は過去最少となったものの、12月度の単月の労災事故が3件増加



2.第4回_3ヶ月無事故運動 結果
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✓ カッター負傷事故、踏み台事故が減少

31期（2019年） 32期（2020年） 33期（2021年） 34期（2022年）

切傷・裂傷 5件 5件 5件 3件

激突・衝突 16件 18件 8件 7件

転倒 7件 6件 4件 4件

高所作業 2件 3件 3件 1件

その他 6件 5件 5件 7件



3.高所作業対策_オリジナル踏み台（一段・二段）

【目的】

・高所作業（脚立・踏み台）の労災事故は、重傷事故につながるリスクが高いため、安全
性の高いカインズオリジナル踏み台を開発し、高所作業の事故の減少

【背景】

・踏み台からの転落事故は、毎年10件～15件前後で推移し、転落事故の減少が頭打ちと
なっている
・「脚立の利用方法」のマニュアルが古く、厚生労働省の推奨している「脚立の使い方」
などの運用に則っていないマニュアルとなっていた

【内容】

・「脚立の利用方法」のマニュアル改定
・より安全性の高い（踏み面が広い、安定感のある）カインズオリジナル踏み台の開発
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【一段踏み台】 【二段踏み台】 【厚労省現場視察会】
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3.高所作業対策_オリジナル踏み台（一段・二段）

※2021年11月導入 ※2022年11月導入 ※タイムマシーン3号が体験

【機能面】

・踏み面が広く、安定感がある
・持ち手があるので、降りるときに踏み外しにくい構造
・アルミ素材のため、持ち運びが軽く、女性や高齢者のメンバーにも身体的負担が軽減できる
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3.高所作業対策_脚立の利用方法のマニュアル改定

✓ 2022年9月に「脚立の利用方法」のマニュアルを改訂。
✓ 2022年10月の「安全対策ワークショップ」で全店を対象に「高所作業をなくすために」という議題テー
マで検討・討議し、新マニュアルの浸透と定着をはかる



4.切傷対策「カイコーン」の導入

【目的】

・ホームセンター業界は品出し時のカッターの使用頻度が高いため、切傷事故が慢性的に
発生し続けている
・「カッターの使用方法」マニュアルはあるものの、持続的な教育が難しい

【背景】

【対象メンバー】

・カッターの使用頻度を少なくするために、新道具「カイコーン」を導入し、カッター
使用時の切傷事故を減少させる
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・品出しに関わる全メンバーへ支給（※約14,000人が使用）

【交換頻度】

・使用頻度によって違いがあるため、切れにくくなり次第、現物交換対応
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4.切傷対策「カイコーン」の導入

・カッターの刃を出す、しまう作業の減少 ⇒ 開梱作業の効率向上

・カッター使用頻度の低減 ⇒ ケガなど事故の低減、キズ物発生の低減

※刃の部分が接触しない構造なので安全

【導入の目的】

●段ボールテープの開梱 （PPテープも可能） ●PPバンドのカット ●ストレッチフィルムの開梱



質疑・応答

13


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13

